
 

 

 

 

 

 

特別活動は子どもと社会をつなぐ、共生社会を実現する教育です 

 

特別活動は「開かれた教育課程」を実現する場です。例えば、学級活動の一環として行われる職場体験で

は、地域の高齢者福祉施設や商店街の方々に協力いただき、子ども達が社会を知る機会となっています。 

それだけでなく、子どもの視点を通して、福祉施設や商店街の方々も自身の仕事の意味を再確認する機会に

もなっています。「つながる」ことの大切さを大人たちに改めて感じてもらえているようです。 

現代の社会は、個と個が分断し、社会との絆が弱くなっているという課題があります。特別活動の「つなぐ」

「学び合う」学習を粘り強く続けることで、子ども達は自分たちの地域をよくしていこうとする自治的能力を高

めることができます。さらにこれらの活動を通して、個と個をつなぎ、個と社会をつなぐ共生社会を実現するこ

ともできるのです。 

社会のリソースに学ぶ子ども 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：今回の教育課程の基準・諮問文（R6.12.25）、学習指導要領（H29 告示）等：有村作成 
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TOKKATSU 

【 中 2生徒・体験談 】  
私の職場体験は、高齢者ケアセ
ンター。体験後のプレゼンで
「ケアセンターのことを深く知
りたい」「そこで働く社会福祉
士の話が聞きたい」などの声が
あがりました。これをきっかけ
に、生徒会主催でシンポ＜ケア
マネの方と福祉を学ぼう＞を行
いました。社会福祉士の先生も
「生徒さんたちのおかげで高齢
者ケアの大切さを再認識しまし
た。ありがとうございます」と
語ってくれました。 


